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Ⅷ. PR活動報告（PR活動概要）

本事業に関しては様々なシーンでパブリシティ手法を用いた。政府が推進する輸出促進事業という観点から、限られ
た費用の中で出来るだけ多くの関係者に知らせるために、一般紙/誌・業界紙/誌等での、本事業に関する記事化作
業を、次の通り実施した（掲載記事クリッピングはⅧ～ⅩⅡを参照）。

本事業の当社での受託の決定を受け、専用Webサイトの制作にあたった。また「受託の発表と出展企業の募集」のための記事化
作業を実施。

1月27日に、日本パビリオン出展する旨のリリースを配信。2月に開催する事前サンプリング施策をフックとして、日本パビリオン出
展ならびに出展者情報を広く発信し、出展前の話題喚起を図った、

また2月8～13日に全米のメディアが集中するニューヨークにて有名レストランとタイアップによるPR施策（事前サンプリング施策）を
開催。日本パビリオンならびに出展者・出展物についてより深く掘り下げた記事化の促進を図った。（詳細はⅤ-8章を参照）

会期中はパビリオン内にて下記の体制でプロモート及びプレス対応にあたった。
また初日にあたる3月14日は展示会終了後に隣接するホテルの会議室にて試食レセプションを開催した（詳細Ⅵ-5章参照）。

●共有スペースでのパンフレット配布

●来場者アンケートエリアを設置。

エリア内には出展者情報をまとめたパネル
を掲示。また回答者には広報資材を同梱し
た「おいしいエコバッグ」を配布して、有効な
アンケート回答率の向上を図った。

共有スペース内にプレス担当を設置。

取材や撮影申込の対応を担当した。

画像素材

カメラマンを使って、事後パブリシティ獲得
のため画像素材を撮影した。

ブースでのプロモート活動展示会場でのプレス対応事後パブリシティに向けた活動

日本：日本： 出展者募集時出展者募集時

米国：米国： IBSSIBSS開催前（開催前（11～～22月）月）

米国：米国： IBSSIBSS会期中会期中

会期初日（14日）に開催した試食レセプションを交えた日本パビリオン出展の模様をまとめた事後リリースを3月22日に配信。
また試食レセプションに参加したメディアに掲載に向けたフォローコンタクトを実施。

IBSSIBSS会期後会期後

初日（3月14日）に開催する試食レセプションにメディアを招致するために、開催地ボストンはじめとした有力メディアに個別コンタク
トし、招待状を送付するなどして参加メディアの獲得に努めた。

米国：米国： IBSSIBSS開催直前開催直前（（22～～33月）月）
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Ⅷ. PR活動報告（日本）

【掲載メディア一覧】

日本における日本におけるPRPR活動活動

共同PRが本事業の運営にあたり、募集開始にあわせてリリースを配信。同時に、昨年度のIBSS日本パビリオンについ
て記事掲載したメディアに個別コンタクトし、記事掲載の獲得を図った結果、紙媒体21紙、Web4媒体に掲載された。

社名 掲載日

1 東京商工会議所 ホームページ（中小施設関連情報） WEB 8月17日

2 水産タイムス社 日刊速報水産タイムス 新聞 8月18日

3 水産通信社 日刊水産通信 新聞 8月19日

4 日本商工会議所 ホームページ（トレンドボックス） WEB 8月19日

5 水産新潮社 新水産新聞速報版 新聞 8月21日

6 日刊食料新聞新社 日刊食料新聞 新聞 8月21日

7 水産タイムズ社 日刊速報冷食タイムス 新聞 8月24日

8 水産タイムス社 日刊速報冷食タイムス（Web） WEB 8月24日

9 みなと山口合同新聞社 みなと新聞 新聞 8月24日

10 化学工業日報社 化学工業日報 新聞 8月24日

11 水産経済新聞社 日刊水産経済新聞 新聞 8月24日

12 食品産業新聞社 食品産業新聞 新聞 8月24日

13 水産タイムズ社 水産タイムス 新聞 8月24日

14 水産新聞社 週刊水産新聞 新聞 8月24日

15 冷凍食品新聞社 冷食とチルド 新聞 8月26日

16 青森県庁 青森県（Web） WEB 8月26日

17 日本食品出版 ジャパン・フードサイエンス 雑誌 9月号

18 大日本水産会 水産界 雑誌 9月号

19 食品研究社 フードリサーチ 雑誌 9月号

20 総合食品研究所 総合食品 雑誌 9月号

21 食品化学新聞社 月刊フードケミカル 雑誌 9月号

22 水産社 水産週報 雑誌 9月1日号

23 日本商工会議所 会議所ニュース 新聞 9月11日

24 食品化学新聞社 食品化学新聞社 新聞 9月17日

25 食品と科学社 食品と科学 雑誌 10月号

媒体名
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Ⅷ. PR活動報告（米国）

米国における米国におけるPRPR活動活動

【掲載メディア一覧（事前） - NY事前サンプリング施策＆日本パビリオン取材記事関連】

P46のPR活動の結果、紙媒体4紙、ラジオ局1媒体、Web61媒体に掲載された。

掲載日

1 29-Jan Seafood Source.com WEB

2 1-Feb GRUB STREET New York WEB

3 10-Feb The New York Times WEB

4 15-Feb Twitter -Restaurant Business Magazine writer- WEB

5 24-Feb ChopSticks NY 雑誌

6 24-Feb ChopSticks NY WEB

7 1-Mar Grocery Headquarters 雑誌

8 1-Mar Grocery Headquarters WEB

9 1-Mar Seafood Source.com WEB

媒体名

掲載日 媒体名

1 27-Jan b BNET WEB

2 27-Jan BENZINGA WEB

3 27-Jan boston.com WEB

4 27-Jan Chron.com WEB

5 27-Jan CNBC WEB

6 27-Jan dBusinessNews (Boston) WEB

7 27-Jan dBusinessNews (New York) WEB

8 27-Jan denverpost.com WEB

9 27-Jan Earth Times WEB

10 27-Jan EON WEB

11 27-Jan Fideliy Investments WEB

12 27-Jan Fobes.com WEB

13 27-Jan globeinvestor.com WEB

14 27-Jan HPCwire WEB

15 27-Jan International Boston Seafoodo Show2010（開催者サイト） WEB

16 27-Jan International Business News WEB

17 27-Jan MORNINGSTAR WEB

18 27-Jan News Blaze WEB

19 27-Jan One News Page WEB

20 27-Jan Preshable News.com WEB

21 27-Jan Scottrard WEB

22 27-Jan Smaｒｔ　Brief WEB

23 27-Jan StreetInsider.com WEB

24 27-Jan TD AMERITRADE WEB

25 27-Jan TD waterhouse WEB

26 27-Jan the Boston10 WEB

27 27-Jan THE FREELIBRARY WEB

28 27-Jan theRochester10 WEB

29 27-Jan WBPonline WEB

30 27-Jan World Market Media WEB

31 27-Jan YAHOO! FINANCE WEB

32 27-Jan YAHOO!CANADA FINANCE WEB

33 28-Jan FinanzNachrichten.de WEB

34 28-Jan PR-inside WEB

【掲載メディア一覧（事前） -出展告知関連】
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Ⅷ. PR活動報告（米国）

掲載日

1 14-Mar Seafood Business SHOW DAILY 雑誌

◆会期中

媒体名

【掲載メディア一覧（会期中～事後）】

掲載日

1 2010.3.22. Business Wire WEB

2 2010.3.22. Ad HOC NEWS WEB

3 2010.3.22. Alpha Trade Finance WEB

4 2010.3.22. Restaurant News.com WEB

5 2010.3.22. BENZINGA the trading idea network WEB

6 2010.3.22. CitySpur WEB

7 2010.3.22. Financial CONTENT WEB

8 2010.3.22. EarthTimes WEB

9 2010.3.22. EON (Enhanced Online News) WEB

10 2010.3.22. EUROINVESTOR.co.uk WEB

11 2010.3.22. FinanzNachrichten.de WEB

12 2010.3.22. FoodBizDaily (ACTIONABLE NEWS FOR GLOBAL BIA) WEB

13 2010.3.22. Multichannel NEWS WEB

14 2010.3.22. News Blaze WEB

15 2010.3.22. News morningstar WEB

16 2010.3.22. PerishableNews.com WEB

17 2010.3.22. PR-inside.com WEB

18 2010.3.22. SEAFOOD NEWS TODAY WEB

19 2010.3.22. trading-house.net WEB

20 2010.3.22. YAHOO! FINANCE WEB

◆事後リリース

媒体名

掲載日

1 21-Mar Nautica Talk with Captain Lou　（局名：95.9FM WATD in Boston） Radio

2 3-Apr 週刊ビジネスニュース（Weekly Business News） 新聞

◆会期後

媒体名
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Ⅷ. PR活動報告（プレスリリース／日本）

出展者募集リリース出展者募集リリース

2009.08.172009.08.17日本日本
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Ⅷ. PR活動報告（プレスリリース／日本）
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Ⅷ. PR活動報告（プレスリリース1：出展告知／米国 ）

2010.01.272010.01.27プレスリリースプレスリリース （出展告知＆（出展告知＆NYNY事前施策）事前施策）
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Ⅷ. PR活動報告（プレスリリース2：事後開催告知／米国 ）

2010.03.222010.03.22プレスリリースプレスリリース （事後開催告知）（事後開催告知）
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Ⅸ. 来場者アンケート実施報告

取り扱い状況についても昨年と大きな変化は見られず半数が取扱ったことがあり、4割が今後取
扱ってみたいと関心を示している。ただ取扱いたい品目では養殖魚への関心が伸びており水産資
源減少の影響によるものではないかと思われる。また甲殻類・貝類についての関心も若干の伸び
が感じられる。

日本産水産物の

取り扱い状況について

日本パビリオンの印象は昨年同様好意的に受け止められている。出展者のサンプリングなど積極
的な取り組みによるものと考えられる。日本食材の情報に関しては昨年より若干不足のポイントが
アップしており継続した情報発信が必要。情報伝達経路は昨年と同様にレストラン関係者の流通
への依存度は高く、流通関係者への充分な情報発信による需要拡大が必要である。

日本パビリオンおよび

日本産食材の情報につい
て

日本産食品のイメージも昨年と大差はなく高品質38％、健康に良い28％、おいしい20％。「健康に
良い」の項目が若干のポイントアップとなっており米国市場における健康志向を受けて日本食の健
康食材としてのイメージが定着しつつあるようである。興味のある出展者についてみると養殖ブリ
（兵殖）および海藻サラダ(マリンフーズ）などは昨年よりも興味を引いているようで、資源問題や健
康志向など米国市場の状況を反映しているのではないかと思われる。

日本産食品のイメージ

選定のポイントについては昨年と大きな変化は見られない。レストラン関係者に若干「産地・ブラン
ド」および「今までにない食材」に対する伸びが感じられるがこれは競争の激化によりより個性的な
メニュー提供が必要なためではないかと考えられる。また価格意識に関しては今まで品質重視で
あったレストラン関係者が価格志向へ少しシフトしており、現在の米国の消費状況の厳しさを反映
したものと考えられる。

日本産水産物選定におけ
るポイントと価格意識につ
いて

会期中、来場者向けにアンケートを実施。アンケートの質問項目は日本産品および日本パビリオンの印象の他、水産物

の取り扱いや選定についての意識調査を行った。昨年同様に回答者に対してエコバッグを配布、233名の有効回答を得
た。また今回はバーコードリーダーの使用により来場者データ約250件の収集を行った。

実施概要実施概要

総評総評
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回答者に対してエコバッグを配布。昨年同様に好評で回収率アップに有効であった。なお、アンケート回答者については出展者（生産

者および加工機器関連企業）も含まれるため集計の際に業種がその他で勤務先・納入先が未記入のものは削除して分析。合わせて

有効回答者よりレストラン、流通関連の2種類のデータ抽出による分析も行うものとする。

Ⅸ. 来場者アンケート実施報告

【回答者属性（全体）】

【仕事先および納入先（レストラン）】

【仕事先および納入先（全体）】

【仕事先および納入先（流通関連）】

回答者基本分析回答者基本分析

日本食レストラン
16%

フレンチレストラン
3%

イタリアンレストラン
5%

中華レストラン
14%

その他レストラン
12%低価格食料品店

5%

デパート・スーパーマーケット
15%

その他
30%

レストラン
16%

ホテル・ケータリング
3%

商社
11%

卸売り
12%

小売
11%

ディストリビューター
23%

その他
24%

日本食レストラン
20%

フレンチレストラン
2%

イタリアンレストラン
8%

中華レストラン
22%

その他レストラン
19%

低価格食料品店
4%

デパート・スーパーマーケット
8%

その他
17%

日本食レストラン
18%

フレンチレストラン
5%

イタリアンレストラン
5%

中華レストラン
16%

その他レストラン
12%

低価格食料品店
6%

デパート・スーパーマーケット
17%

その他
21%

09年同様レストラン関係者、流通関係者とも幅広くブースに来場。属性の明確なアンケート回答者は2009年の66％から
2010年の76％へと10ポイント伸びている。天候不良によって本当に情報を必要としている来場者の比率が増えたので
はないかと考えられる。
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Ⅸ. 来場者アンケート実施報告

水産物の選定を行う際に重要視するポイントと価格についてはどのように判断するかについて検証。重要視するポイントは昨年

同様に鮮度が一番で、味、安全性、価格については同じ程度の基準となっている。ただしレストラン関係者の「産地ブランド」およ

び「今までにない食材」のポイントが昨年比、若干伸びており他のレストランとの差別化のための新しいメニュー開発が必要になっ

ていると考えられる。価格意識としては「品質が高ければ値段が高くても購入」が昨年の60％から52％にダウンする一方、「価格
優先で食材選定」が昨年の15％から22％に上昇。食材の品質重視のレストラン関係者でもそれぞれ4ポイントダウンと3ポイント
アップとなっており、米国市場の状況を反映して価格面での厳しさが増していると考えられる。

【水産物取り扱いで重要視するポイント（レストラン関連）】

【水産物取り扱いで重要視するポイント（全体）】 【価格意識（全体）】

【価格意識（レストラン関連）】

【水産物取り扱いで重要視するポイント（流通関連）】 【価格意識（流通関連）】

水産物選定の重視ポイントと価格についての意識（１）水産物選定の重視ポイントと価格についての意識（１）
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安全性や味など必要な最低限
の条件｣を満たしている安いも

のを購入する
26%

価格優先で食材選定を行う
22%

高品質な食材なら高くても購
入する
62%

安全性や味など必要な最低限
の条件｣を満たしている安いも

のを購入する
18%

価格優先で食材選定を行う
20%

高品質な食材なら高くても購
入する
47%

安全性や味など必要な最低限
の条件｣を満たしている安いも

のを購入する
29%

価格優先で食材選定を行う
24%
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Ⅸ. 来場者アンケート実施報告

日本産水産物に関しては昨年同様約半数が取り扱ったことがあり４割が今後取り扱いたいとしていて日本産水産物への関心の

高さが窺える。取扱いたい品目を見るとレストラン関連での養殖魚に若干の伸びが見られる。全体としては甲殻類への関心が

高くなっているようである。

【現在の取り扱い状況（全体）】 【今後取り扱いたい品目（全体）】

【現在の取り扱い状況（レストラン関連）】

【現在の取り扱い状況（流通関連）】

【今後取り扱いたい品目（レストラン関連）】

【今後取り扱いたい品目（流通関連）】

日本産水産物の取り扱い状況について日本産水産物の取り扱い状況について

現在取り扱っている
35%

現在取り扱っており今後量を
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取り扱ったことはないが今後
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い
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Ⅸ. 来場者アンケート実施報告

日本産食品のイメージは高品質が38％でトップ、健康に良いが28％、おいしいが20％となっていて昨年と大きな変化は見られな
い。ただレストラン、流通とも「健康に良い」がレストラン関係で6ポイン、流通関係で3ポイントと若干ではあるがアップしており米
国の健康志向にマッチしたイメージが作られている。

【日本産食品イメージ（全体）】

【日本産食品イメージ（レストラン関連）】 【日本産食品イメージ（流通関連）】

日本産食品のイメージ日本産食品のイメージ

高品質
38%

健康に良い
28%

おいしい
20%

安全
9%

高価
3%

その他
2%

高品質
37%

健康に良い
29%

おいしい
17%

安全
10%

高価
4%

その他
3%

高品質
37%

健康に良い
28%

おいしい
19%

安全
11%

高価
3%

その他
2%
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Ⅸ. 来場者アンケート実施報告

日本産食品の情報について昨年同様約７割が充分な情報量としているが「充分情報がある」についてはレストラン関係で668％か
ら62％へダウン、流通関係では69％から64％へダウンしており計測的な情報法発信が必要と考えられる。また情報の入手経路を
見てみるとレストラン関係では68％(6ポイントアップ）が同業のレストランおよび流通関連の現場情報に依存しており、一方流通関
連の情報入手経路は42％（09年43％）が業界情報で44％がインターネットや業界専門媒体からの情報収集となっている。昨年の
結果ともあわせやはりインターネットおよびメディアを通じた情報発信を行うことにより流通を通じて現場レストラン関係者に適正な

情報が伝わると考えられる。

【日本産食品情報量（全体）】 【情報入手経路（全体）】

【日本産食品情報量（レストラン関連】

【日本産食品情報量（関連】

【情報入手経路（レストラン関連）】

【情報入手経路（流通関連）】

情報調査情報調査

充分情報がある
62%

情報量が不足している
30%

どこで手に入れられるのかわ
からない
8% レストラン

16%

商社など流通
24%

専門の新聞雑誌などのメディ
ア
12%

インターネット
33%

その他
15%

充分情報がある
62%

情報量が不足している
33%

どこで手に入れられるのかわ
からない
5%

充分情報がある
64%

情報量が不足している
29%

どこで手に入れられるのかわ
からない
7%

レストラン
31%

商社など流通
37%

専門の新聞雑誌などのメディ
ア
12%

インターネット
18%

その他
2%

レストラン
14%

商社など流通
28%

専門の新聞雑誌などのメディ
ア
11%

インターネット
33%

その他
14%
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Ⅸ. 来場者アンケート実施報告

JAPAN PAVILIONの印象については昨年同様95％の回答者が好意的に受け止めている。出展者の積極的な試食など常に活動
している点が好印象を与えていると考えられる。

興味のある出展者の回答を見てみるとブリおよび加工品への関心が高い。特に養殖ブリについては昨年よりも関心度がアップして

おり水産資源に対する意識によるものが影響しているのではないかと考えられる。

【日本パビリオンの印象（全体）】
【興味のある出展者（全体）】

【日本パビリオンの印象（レストラン）】 【興味のある出展者（レストラン・流通関連）】

日本パビリオンの印象と興味ある出展者について日本パビリオンの印象と興味ある出展者について

すばらしい
51%良い

44%

普通
5%

悪い
0%

とても悪い
0%

【日本パビリオンの印象（流通）】 【興味のある出展者（流通）】
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Ⅹ. 出展者アンケート実施報告

総 合

100％10者10者

回収率回答者数出展者数

3月14日－16日の3日間、各出展者ブースへの来場者数、商談数などを尋ねるデイリーアンケートを実施。また、最終日には展示
会出展や日本パビリオンに関するアンケートを行いイベントに参加しての総括アンケートを実施。いずれも即日回収を行った。

IBSS2010は非常に役に立ったが6社（09年4社）。天候不良に見舞
われブース来場者がダウンしながら、逆に中身の濃い商談が出来
たと出展者は評価している。

実施概要実施概要

アンケート結果：出展についてアンケート結果：出展について

非常に役に

立った, 6

役に立った, 4

◆現地の状況を知ることが出来た
◆非日本食レストランへの「わさび」の紹介、メ
ニュー提案が出来た
◆良い商談が出来たし多くの人に商品のよさを
知ってもらえた

440%役に立った

◆現地販売代理店に直接会うことができ市場の
把握に繋がった
◆会場でのデモ、事前商談のセッティング、会期
中商談セッティングなど役に立った
◆見込み客の来場する可能性が高いため
◆2008,2009年のリピーターや現地インポーター
の取引先など商売に繋がる来場者と多く商談が
出来た
◆練り製品の認知度が高まり、また伊達巻の新
しい食べ方が特に評価された
◆末端のお客様と話す機会を得たから

660%非常に役に立った

理由社％評価項目
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Ⅹ. 出展者アンケート実施報告

出展目的における満足評価

販売促進・ＰＲの場として、また製品に対する来場者からの情報収集の場所としての満足度が高い。

マーケットの現状を把握し商品を市場に送り出していくうえで展示会は直接商品を知ってもらい反応を見る場であり、

今回の出展では満足な結果が得られたようである。

3

3

4

3

4

4

3

5

5

5

2

2

1

1

1

0 2 4 6 8 10

新規代理店

発掘の場として

既存顧客への

アピールの場として

新製品等

発表の場として

販売促進／PRの場として

製品に対する来場者からの

意見収集の場として

その他

非常に満足  満足 どちらでもない  やや不満  不満

◆今後の米国向け商品の開発に役立った株式会社ヤマヨ

◆事前準備が十分に出来たため試食後のセールスがスムーズに出来た。株式会社スギヨ

◆デモ試食も多くの来場者に試食してもらい、ハマチへの興味も上がり話しの具体化が進ん
だ

森松水産冷凍株式会社

◆実際の現地での反応を見ることが出来たので良かった丸徳海苔株式会社

◆生の声を聞けて開発に生かすことが出来るマリンフーズ株式会社

◆初出展で成約見込みおよび見積もり提出の商談が出来てよかったクニヒロ株式会社

◆総試食数が多く好評であった金印物産株式会社

－株式会社紀文食品

◆客数は少ないが具体的なビジネスのはなしが出来る相手が多く商流に繋がった株式会社カネダイ

◆試食してもらうことで「本はまち」のよさをわかってもらえてよい商談へと繋がった株式会社兵殖

出展・試食イベントの成果について
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Ⅹ. 出展者アンケート実施報告

商談内容について

成約件数26件、成約見込み数130件、見積提出107件。
悪天候の影響で会期初日、2日目は飛行機の欠航などあり目的意
識の高い来場者が多かったのではないかと考えられる。商談対象と

なった業種および商品は以下の通り。

来場者数と商談件数
ブース総訪問者数は12,330人で昨年の15,240人より下回っている。
また商談件数も465件と昨年の718件より大きく落ちているが出展各
者からは内容のある商談が出来たとのコメントを得ている。一件あ

たりの商談内容がかなり具体的なもので商談時間もじっくり取ったも

のと考えられる。

業種別商談（％）

15%

4%

22%

26%

19%

7%

7% 商社

ブローカー

ディストリビューター

日本食レストラン

その他レストラン

ホテルケータリング

小売店（スーパーマー
ケット等）

◆カキフライ
◆業務用焼きのり、わさび味のり
◆「本わさび」「きざみわさび」
◆プレミアム塩辛、しめ鯖、ジャン辛
◆ハマチフィーレ
◆SNOW LEG QUEEN
◆マルズワイガニ、ズワイ棒肉、甘エビ、さんま
◆本はまち
◆わかめサラダ、枝豆サラダ

商談・成約の対象となった出展物
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Ⅹ. 出展者アンケート実施報告

米国以外のバイヤーとの商談状況
米国以外のバイヤーとの商談は昨年よりも数が減少している。

特に昨年あったアジア圏の台湾・韓国・ベトナム・シンガポールの国

名がレポートに上がってきていない。

出展者間の情報交換および
協力関係の構築について

業種は問わず米国市場の現状について積極的に情報交換が行わ

れたようである。

＜同業他社との有益な情報交換ができた＞

YES

60%

＜異業種他社との有益な情報交換ができた＞

YES
50%

＜販売提携を行うことができた＞

YES
10%

無し
3社

有り
7社
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◆配送と集金
◆与信管理
◆配送方法
◆証明書
◆価格
◆物流条件
◆EU、ロシアへは輸出が複雑で費用がかかる
◆コミュニケーション

【米国以外でのビジネスにおける課題懸念事項】

【具体的な内容を教えてください】

◆米国市場について分からないことが多かったため情報交換で役立った
◆他業種の情報収集が出来た
◆米国販売戦略などの情報交換と経済状況
◆最新の市場動向と新製品開発のヒント
◆市場原料等の情報交換
◆競合する業者とも情報交換が出来た
◆販売提携が出来た
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Ⅹ. 出展者アンケート実施報告

米国および
米国以外の展示会に対する出展意向

米国における出展意向は7社。水産関連の米国市場の重要性から
継続出展意向が高い。また米国以外についても6社が希望している。

米国における出展意向

アジア、インド、ブラジル、ロシア、香港など社2希望有り

台湾、中国社4有り

予定なし

1社
未定

1社

希望有り

5社

有り

2社 有り, 4

希望有り, 2

未定, 2

予定なし, 2

米国以外における出展意向
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Ⅹ. 出展者アンケート実施報告

IBSS2010を機に
予定されるビジネス展開について

米国でビジネスを
展開する上で課題と感じたこと

Q. 本展示・商談会を機に予定されるビジネス展開について概略をご記入ください。

◆代理店の開発・選定
◆代理店とともにエンドの販売強化と米国向け商品開発の実施
◆帰国後の礼状と見積の提出
◆ヨーロッパへの輸出の本格化
◆既存顧客を中心に北米市場へのかに、えび製品の拡大
◆白人系マーケットへの手ごたえがあった

Q. 米国でビジネスを展開する上で課題と感じられた点がありますか？

◆代理店の開発
◆地元ニーズの把握
◆価格（円高のため昨年より厳しい）
◆ディストリビューターの選定
◆現地支店の必要性

米国における市場にあった商品開発と販売チャネルの確立。米国

マーケット以外へ展開。

現地チャネルの確立が課題
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Ⅹ. 出展者アンケート実施報告

出展者募集、その他準備業務について

アンケート結果：日本パビリオンについてアンケート結果：日本パビリオンについて

3回目の事務局運営でさらに満足度は上がっている。
昨年あった物流面での不満についても改善されている。
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出展募集HPの

デザインや分かりやすさ

電話問い合わせに対する

事務局スタッフの対応

出展者説明会の内容

出展者への連絡体制・対応について

物流等の手配・対応について

非常に満足 満足 どちらでもない やや不満 不満
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Ⅹ. 出展者アンケート実施報告

IBSS2010
日本パビリオンの運営について

日本パビリオンのイメージや日本パビリオンの位置などについては

前回より改善。共有スペースイベントについては参加各社とも満足

を得ている。
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日本パビリオンのイメージ（ブースおよび印刷物のデザイン等）

各ブースの広さ

商談スペースの使いやすさ

会場での事務局スタッフの対応

共有スペースにおける試食イベントの実施について

IBSS会場での日本パビリオンの位置

日本パビリオン全体の雰囲気

非常に満足 満足 どちらでもない やや不満 不満
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Ⅹ. 出展者アンケート実施報告

◆対応がよくいろいろと教えていただいた

◆日本・現地での対応は丁寧で詳しく教えてもらい分かりやすかった。デモに関しても宣伝効
果は大きかったと思う。

◆少量ではあるが確実に商流に繋がる商談が出来た

◆大きなトラブルも無く無事終わることが出来てよかった

◆細かく分かりやすい対応、事前の余裕のある説明会等、文句なし。今回で終わりとは寂しい
限りである。

出展事務局について

◆備品到着に時間が少しかかった、また費用がかかる部分が多かった

◆配送状況確認も行ってもらい安心して展示会に取り組めた

◆文句なし。自分たちのブース工夫が必要

展示装飾について

◆米国市場ののりについての情報収集が出来て良かったが、海苔に対する関心の薄さも改め
て感じた

◆悪天候の中思ったより多数の来場者があった

◆非日本食市場へのわさびの紹介と言う点では満足の行く結果であり、元取引先との商談も
出来て有意義であった

◆悪天候で来場者数は少なかったがハマチの認知度も高く、直取引の要望も多かった。帰国
後のフォローで成約に結び付けたい。

◆来客数は少なかったがビジネスに繋がる展示会だった。

◆前回に引き続き良いコストパフォーマンスであった。続けて欲しい。
全般に関して

日本パビリオンに対する意見

出展者からは全体的に満足の評価をもらっている。初日、２日目の
悪天候のため来場者数が落ち込む中、各出展者の商談内容は満
足のいくものであったようである。米国水産業界へのアプローチの
場として事業継続を望む声も多く聞かれた。



71

ⅩⅠ. 総括

日本の水産品の米国への輸出額の拡大を考えた場合、「日本の水産品は刺身や寿司だけではない」という考え
方に基づいて、洋食レストランへの食材の流通を確立するにはどうすれば良いのか？という課題がよく挙げられ
ます。米国人シェフに気に入られる食材とならなければ、ここへの流通量の拡大は不可能。どう調理してもらう
か？という、レシピ開発が非常に重要なファクターの一つになってきています。

一方で、米国人シェフのいる洋食レストランへ販売しているディストリビューターへのアプローチも重要。

2011年のIBSSには、政府事業としての日本パビリオンの出展はありませんが、今後は、課題を「洋食レシピ開
発」と「洋食レストランに導いてくれるディストリビューター発掘」の2つに絞り、見本市の出展などを有機的に組み
合わせた、対米プロモーション策が求められてくると思われます。

課題

出展会社、出展物の確定後、ショー開催までの期間を使って、商談マッチング支援活動を実施しましたが、「出展
品目に関心のあるバイヤー」を探し、商談セッティングの交渉を行うという一方的なやり方になってしまい、出展企
業各社がそれぞれ持っている「販売戦略」との刷り合わせが不十分のままのアポイントメントになってしまったケー
スがありました。今後は、小売店やレストラン関係者を求めている出展者なのか、輸入会社やディストリビューター
を探している出展者なのか、を把握し、より適切な会社とのマッチングの支援を行っていく必要があります。

この事は同時に、出展会社それぞれの米国での販売戦略を、事務局がどう理解すべきか？という大きな問題をも
提示しています。これは、商談マッチングというサポートに限らず、大規模な見本市への出展を最大限に活用する
ための各種のアドバイスから、恒常的な対米マーケティング活動のための方策まで、すべてに関わってきます。

例をあげれば、日本食レストランへの普及は特別な戦略を練らずとも問題ないが、洋食レストラン（フレンチやイタ
リアンなど）へのアプローチは、直接的なブースでの商談促進だけでなく、様々な戦略的な施策が必要になってく
る・・・・という認識を多くの出展社が持っており、これに対してどういうサポートが有効かを検討する必要がありま
す。

反省点

まず、北米最大の水産品見本市への3年連続の日本パビリオンの出展は、北米のシーフード･ビジネスに関わ
るすべての人に対して日本の水産品の高品質性を伝えることに、大変貢献しており、この事はパビリオンに立ち
寄る来場者の反応、声などから、容易に伺えます。

出展者による事後アンケートによれば、悪天候によってブース総訪問者数も商談件数も昨年より下回っていま
すが、各社からは「内容のある商談が出来た」とコメントを得ており、関心度の高いバイヤーと密度の濃い商談
ができたようです。尚、成約件数は26件、成約見込みは数93件、見積提出件数は107件となっています。
また本事業では、事前に米国内のバイヤー等にコンタクトし、会期中の商談セッティング（アポイントメント）を実
施。13社のバイヤー等との商談を設定（当初アポイントを取り付けた企業は18社だったが、初日～2日目の悪
天候により会場に着けないバイヤーがいたため商談が流れた）。さらに会期中、来場者のうちバイヤー及びレス
トラン関係者には、関心のある出展者（物）を聞き、出展ブースに誘致して商談を促しました。結果として、出展
者10社に対して全77件の商談セッティングを行い、そのうち34件が商談・交渉中に至りました。
一方で、「これまでの米国内での流通経路に関する情報が希薄だったことが分かった」という、販路開拓、輸出
拡大に向けたテクニカルな情報を得た出展者も多かったようで、次の施策に活かされると思われます。

成果

世界的な経済環境の悪化を受け、出展社数が減少傾向にあるインターナショナル･ボストン･シーフード･ショー
（IBSS）ではありますが、北米最大の水産品の見本市であることは変わらず、日本の水産品関係企業にとっては、
米国でのマーケティング活動の中で非常に重要な見本市となっており、今回が3回目となる日本パビリオン事業で
すが、出展企業10社のうち、2社が3回目、5社が2回目の出展となっています。
年度末の3月に実施される日本パビリオン事業であるという特徴を活かして、今回は、パビリオン出展企業が確定
してから実施までの約6ヶ月間を、日本パビリオン出展に関する認知度向上と商談マッチングの支援期間と位置
づけ、ニューヨークの有名レストランでの出展食材を使ったレシピの提供（2010年2月実施）及び、専門の会社を
使ったマッチング交渉活動を実施しました。ニューヨークでの施策は、事前パブリシティの獲得に繋がっただけで
なく、会期初日にIBSS会場内にて無料で配布されるShow Dailyにニュースとして取り上げられるなど、IBSS会場
内での告知活動としても奏功しました。

今回は、前日、初日、二日目と暴風雨という悪天候（航空便の欠航など）の影響を受け、来場者が多少減少したよ
うですが、3年連続の日本パビリオンの登場がもたらす日本の水産品への関心度は徐々に上がってきているよう
で、各出展者の商談は内容が濃く、質の高いものなりました。

総評
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ⅩⅡ. 他国パビリオン模様

オマーン台湾

中国

米国・カナダは、毎年おなじみの州自治体の出展が見られた。アメリカ以外の他国パビリオンは、過去2年よりも展示装飾に力を
入れているところが目立ち、米国輸出への意気込みを感じるものの、ブースを上げての試食イベントや商談セッティングといった試

みは特に見られず、商談活動は出展者単位に任せられているものが多かった。中国は規模の大小はあるが、複数の団体が出展

しており、過去3年で一番多いと思われる。またタイ、韓国のパビリオンは、自国で開催するシーフードショーのPRを兼ね、商談活
動の傍ら、IBSS出展ブースをまわってシーフードショーのPRを行っていた。
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ⅩⅡ. 他国パビリオン模様

エストニア韓国

エクアドルインド

チリケベック

タイベトナム
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ⅩⅡ. 他国パビリオン模様

メキシコペルー

カナダ

フロリダノースカロライナ
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ⅩⅢ. 参照資料 - 出展案内
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ⅩⅢ. 参照資料 - 出展規定



77

ⅩⅢ. 参照資料 - 出展規定



78

ⅩⅢ. 参照資料 - 出展規定



79

ⅩⅢ. 参照資料 - 出展規定
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ⅩⅢ. 参照資料 - 出展申込書・承諾書／問合せフォーム
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ⅩⅢ. 参照資料 - 出展審査用 事前調査票
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